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国内長期金利の推移
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14日の債券相場は底堅い展開か。トランプ米政権が相互関税の対象からスマートフォンや半導体製造

装置などを除外したのを受け、投資家のリスク回避姿勢が後退する公算が大きく債券相場に逆風となりそ

うだ。15日に20年債入札を控えているのも重荷になる。もっとも、米中の貿易戦争の激化懸念が和らぎ米

国債相場が落ち着く兆しがみえれば、国内債相場の支えになる公算が大きい。
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Daily Report

今日の債券相場の見通しとポイント

✓米相互関税でスマホ・半導体装置が除外、

リスク回避姿勢は後退へ

✓引き続き米国債相場の動向を見極めへ

✓20年債入札を控え買い見送りも


